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綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

着衣での
歩きにくさを体感！

　９月６日と７日、唐桑小学校で、着衣水泳の授業が行われま
した。６日の１年生と２年生の授業では、先生の説明と指導の
もと、運動着や私服を着たままプールに入って、着衣での歩き
にくさや泳ぎにくさを体感。また、あわてずに顔を上に向けて
水に浮いて身を守る方法も学びました。子どもたちは、授業の
終わりに水着になって、今年最後となるプールでの泳ぎを楽し
んでいました。

contents■主な内容
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本
地
域
の
ル
ー
ト
が
決
定
し

　
　
10
年
以
内
に
整
備

　
今
回
公
表
さ
れ
た
三
陸
縦
貫
自

動
車
道
の
本
地
域
の
区
間
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
今
後
は
、
国
に
お
い
て
「
震
災

復
興
道
路
」
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

す
。

①
南
三
陸
町
の
（
仮
称
）
歌
津
IC

か
ら
本
吉
町
長
根
の
（
仮
称
）

本
吉
IC
ま
で

②
松
崎
高
谷
の
（
仮
称
）
気
仙
沼

IC
か
ら
唐
桑
町
只
越
の（
仮
称
）

唐
桑
南
IC
ま
で

③
唐
桑
町
舘
の
（
仮
称
）
唐
桑
北

IC
か
ら
陸
前
高
田
市
の
陸
前
高

田
IC
ま
で

　
　
津
波
浸
水
域
の

　
　
回
避
ル
ー
ト
を
望
む
意
見

　
ル
ー
ト
の
公
表
と
併
せ
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
の
概
要
が
示

さ
れ
て
お
り
、①
の
区
間
に
対
し
て

は
「
津
波
浸
水
域
を
回
避
し
て
ほ

し
い
」「
周
辺
地
区
と
の
ア
ク
セ
ス

に
配
慮
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、②
の
区
間
に
対
し
て
は

「
気
仙
沼
港
付
近
、
大
島
、
鹿
折

地
区
と
の
ア
ク
セ
ス
に
配
慮
し
て

ほ
し
い
」「
気
仙
沼
港
付
近
は
高

さ
の
あ
る
橋
梁
で
通
過
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
、③
の
区
間
に
対
し
て
は

「
津
波
浸
水
域
を
回
避
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
ル
ー
ト
と
IC
は

　
　
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
考
慮

　
今
回
の
決
定
は
こ
れ
ら
の
意
見

や
要
望
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、

ル
ー
ト
や
IC
の
位
置
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
国
か
ら
次
の
よ
う
に
示

さ
れ
ま
し
た
。

①（
仮
称
）歌
津
IC

　
　
〜（
仮
称
）本
吉
IC

　
津
波
浸
水
域
を
極
力
回
避
し
た

ル
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
吉
町
卯
名
沢
周
辺
の
IC
に
つ
い

て
は
、
小
泉
地
区
と
の
ア
ク
セ
ス

を
考
慮
し
た
位
置
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
地
の
交
通
利
用
状
況
や（
仮

称
）本
吉
IC
と
の
補
完
性
を
考
慮

し
、
仙
台
方
向
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

可
能
な
IC
と
す
る
考
え
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

②（
仮
称
）気
仙
沼
IC

　
　
〜（
仮
称
）唐
桑
南
IC

　
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮

し
た
も
の
で
、
気
仙
沼
湾
付
近
は
、

今
回
の
津
波
高
や
船
舶
高
を
考
慮

し
た
高
さ
の
あ
る
橋
梁
を
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
区
間
の
IC
は
３
か
所
で
、

松
崎
北
沢
周
辺
の
IC
に
つ
い
て
は
、

気
仙
沼
港
と
の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮

し
た
位
置
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
地
の
交
通
利
用
状
況
を
踏
ま

え
、
仙
台
方
向
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

可
能
な
IC
と
す
る
考
え
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
浦
周
辺
の
IC
は
、
大
島
と
の

ア
ク
セ
ス
を
考
慮
し
た
位
置
と
な

り
ま
し
た
。

　
現
地
の
交
通
利
用
状
況
や
浪
板

周
辺
に
検
討
し
て
い
る
IC
と
の
補

完
性
を
考
慮
し
、
仙
台
方
向
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
可
能
な
IC
と
す
る
考
え

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
浪
板
周
辺
の
IC
は
、
鹿
折
地
区

と
の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮
し
た
位
置

と
な
り
ま
し
た
。

　
大
浦
周
辺
の
IC
と
の
補
完
性
を

考
慮
し
、
宮
古
方
向
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
可
能
な
IC
と
す
る
考
え
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

③（
仮
称
）唐
桑
北
IC

　
　
〜 

陸
前
高
田
IC

　
津
波
浸
水
域
を
極
力
回
避
し
た

ル
ー
ト
と
す
る
考
え
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
IC
に
つ
い
て
は
、

共
通
し
て
コ
ス
ト
縮
減
や
早
期
整

備
を
図
る
観
点
で
考
え
ら
れ
て
お

り
、
国
土
交
通
省
で
は
今
後
、
詳

細
な
設
計
を
行
う
に
あ
た
り
、
本

市
が
現
在
策
定
作
業
中
の
震
災
復

興
計
画
と
調
整
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。

　
　
安
全
・
安
心
で
豊
か
な

　
　
市
域
の
発
展
の
た
め
に

　
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
は
、
高
規

格
幹
線
道
路
と
し
て
宮
城
県
仙
台

市
か
ら
岩
手
県
宮
古
市
ま
で
の
約

２
２
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ
自

動
車
専
用
道
路
で
、
現
在
、
国
の

事
業
と
し
て
国
土
交
通
省
が
整
備

を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
は
、

国
道
45
号
の
交
通
混
雑
穏
和
や
交
通

安
全
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
振
興
や
救
急
医
療
及
び
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
り
、
安
全
・

２
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こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
国
道
45
号
が
各
地
で
寸
断
さ
れ
た
も
の
の
、
一
方
で
三
陸
縦
貫
自

動
車
道
の
整
備
済
み
個
所
に
つ
い
て
は
損
傷
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
津
波
襲
来
時
の
避
難
道
路
や
そ
の
後
の
救
急

患
者
の
搬
送
道
路
、
緊
急
物
資
の
輸
送
道
路
と
し
て
極
め
て
有
効
に
機
能
し
、
ま
さ
に「
命
の
道
」と
い
う
状
況

と
な
り
ま
し
た
。市
で
は
、そ
の
実
態
を
国
な
ど
に
訴
え
る
と
と
も
に
、現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
震
災
復
興
計

画
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
ル
ー
ト
の
早
急
な
提
示
を
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
で
は
、
震
災
復
興
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
を
今
後
10
年
以
内
に

全
線
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
８
月
上
旬
に
未
事
業
化
区
間
の
概
ね
の
ル
ー
ト
と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
IC
）の
位

置
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
今
般
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、そ
の
ル
ー
ト
（
５
０
０
メ
ー
ト
ル
幅
）
と
IC
の
位
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
地
域
の
ル
ー
ト
と

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
位
置
が
決
定

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
三
陸
道
・
大
島
架
橋
・
唐
桑
最
短
道
･
本
吉
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進
課

　
tel
０
２
２
６
（
２
２
）
６
６
０
０
　
内
線
５
６
６

〜 

地
域
の
未
来
を
繋
ぐ 

〜

〜 

地
域
の
未
来
を
繋
ぐ 

〜

（仮）歌津IC

南三陸町歌津中野周辺のＩＣ

気仙沼市本吉町卯名沢周辺のＩＣ

（仮）本吉IC

（仮）大谷IC

（仮）気仙沼IC
気仙沼市松崎北沢周辺のＩＣ

気仙沼市大浦周辺のＩＣ

（仮）唐桑南IC

（仮）唐桑北IC

陸前高田IC 通岡IC
大船渡碁石海岸IC

大船渡IC 大船渡北IC

う た つ な か の

も と よ し ち ょ う う な ざ わ

ま つ ざ き き たざ わ

お お う ら

気仙沼市浪板周辺のＩＣ
な み い た

陸前高田市気仙町周辺のＩＣ
け せ んち ょ う

入
口

出
口

入口

出
口

入
口出

口

入
口出

口

出
口入

口

入
口

出
口

出
口

入
口

安
心
で
豊
か
な
三
陸
沿
岸
地
域
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

　
社
会
生
活
の
大
部
分
を
自
動
車

に
依
存
し
て
い
る
三
陸
沿
岸
地
域

で
は
、
地
域
間
の
交
流
や
連
携
促

進
、
産
業
の
発
展
や
文
化
の
振
興
、

さ
ら
に
は
救
急
活
動
、
高
次
医
療

施
設
へ
の
緊
急
搬
送
、
地
震
・
津

波
な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る
防
災

道
路
と
し
て
、
地
域
住
民
は
そ
の

全
線
開
通
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
早
期
復
興
を
果
た

す
た
め
、
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
を

「
震
災
復
興
道
路
」
と
し
て
位
置

づ
け
、
事
業
推
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
市
議
会
を
は
じ
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
促
進
団
体
と
一
体
と
な

り
、
ま
た
、
近
隣
市
町
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、

早
期
に
着
工
す
る
よ
う
国
に
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
ル
ー
ト
や
IC
の
位
置
を

拡
大
し
た
も
の
は
、
国
土
交
通
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

お知らせ版３
広報

2011. 9. 15

三陸縦貫自動車道
本地域のルートとインターチェンジの位置が決定

■国土交通省ホームページ
　URL：
　http://www.mlit.go.jp/

■国土交通省報道発表資料
　URL：
　http://www.mlit.go.jp/report/
　press/road01_hh_000201.html

三陸縦貫自動車道のルート（５００ｍ幅）及び
インターチェンジ（ IC ）の位置図

③唐桑北～陸前高田③唐桑北～陸前高田

②気仙沼～唐桑南②気仙沼～唐桑南

①歌津～本吉①歌津～本吉

三陸縦貫自動車道供用中

三陸縦貫自動車道事業中

ルート範囲（５００ｍ幅）

今回決定したＩＣの位置
入口

出口

出口

入口



　
宮
城
県
で
は
、
震
災
に
よ
り
浸

水
し
た
都
市
計
画
区
域
内
の
一
部

地
域
に
つ
い
て
、
今
後
の
市
の
復

興
を
図
る
た
め
、「
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

市
街
地
に
お
け
る
建
築
制
限
の
特

例
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
９

月
11
日
ま
で
、
無
秩
序
な
建
築
を

防
ぎ
、
ま
ち
の
復
興
を
計
画
的
に

進
め
る
た
め
建
築
制
限
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、「
市
震
災
復
興
会

議
」
や
「
市
震
災
復
興
市
民
委
員

会
」
か
ら
の
提
言
や
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
復
興
計
画
の
９
月
末

策
定
に
向
け
協
議
を
重
ね
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
建
築
制
限
が
行

わ
れ
て
い
た
地
区
の
う
ち
、
現
地
の

状
況
に
よ
り
、
東
八
幡
前
、
港
町

の
一
部
、
大
川
・
神
山
川
右
岸
、

松
崎
中
瀬
の
一
部
、
階
上
地
区
な

ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
復
旧
・

復
興
に
当
た
り
土
地
区
画
整
理
事

業
な
ど
の
面
的
な
整
備
の
可
能
性

が
低
い
区
域
と
し
て
、
県
が
市
の

意
向
に
沿
っ
て
建
築
制
限
を
解
除

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
制
限
区

域
の
面
積
は
４
６
５
・
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
か
ら
２
６
６
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
り
、
約
四
割
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
築
制
限
が
延
長
と
な

る
区
域
は
、
復
興
計
画
に
基
づ
く

面
的
整
備
を
図
る
た
め
、
国
の
支

援
制
度
の
動
向
を
踏
ま
え
、
地
元

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

具
体
的
な
事
業
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
復
旧
・
復
興
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
建
築
制
限
区
域
内
の
事

業
再
開
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
制
限
を
延
長
す
る
区
域
：
気
仙
沼
、

鹿
折
、
松
岩
、
面
瀬
地
区
の
各

一
部
（ 

左
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

■
延
長
す
る
期
間
：
９
月
12
日（
月
）

か
ら
11
月
10
日（
木
）ま
で

■
制
限
す
る
内
容
：
次
の
四
つ
の

行
為
が
こ
れ
ま
で
と
変
更
な
く

制
限
さ
れ
ま
す（
修
繕
工
事
や

補
修
工
事
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
つ
い
て
は
制
限
さ
れ
ま
せ
ん
）。

(１)
新
築
＝
更
地
（
建
築
物
が
な
い

土
地
）
に
建
築
物
を
造
る
こ
と
。

(２)
増
築
＝
既
存
の
建
築
物
の
面
積

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
。

(３)
改
築
＝
建
築
物
を
除
却
し
、
ま

た
は
震
災
で
滅
失
し
た
後
、
従

前
と
規
模
・
構
造
が
著
し
く
異

な
ら
な
い
も
の
を
造
る
こ
と
。

(４)
移
転
＝
同
一
敷
地
内
で
建
築
物

を
移
す
こ
と
（
曳
家
（
ひ
き
や
））。

◆
次
の
建
築
物
の
建
築
は
制
限
の

対
象
外
で
す

(１)
公
益
上
必
要
な
応
急
仮
設
建
築

物
な
ど
、
市
の
意
見
を
聴
き
、

復
興
事
業
の
施
行
に
支
障
が
な

い
と
知
事
が
認
め
る
建
築
物

(２)
仮
設
店
舗
な
ど
、
復
興
の
ま
ち

づ
く
り
に
際
し
容
易
に
解
体
撤

去
が
可
能
な
も
の
（
例
：
木
造
・

鉄
骨
造
・
軽
量
鉄
骨
造
の
２
階

建
て
以
下
の
建
築
物
な
ど
、
知

事
が
建
築
を
認
め
た
も
の
）

※
上
記
の
建
築
物
で
あ
っ
て
も
、

復
興
事
業
の
施
行
に
支
障
が
生

じ
た
と
き
は
移
転
な
ど
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
建
築
に
当
た
っ
て
は
、
宮
城
県

に
建
築
許
可
申
請
と
併
せ
建
築

確
認
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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建
築
制
限
区
域
が
四
割
程
度
解
除
さ
れ
ま
し
た

■
都
市
計
画
区
域
内
の

〜 
継
続
区
域
は
11
月
10
日
ま
で
延
長
し
ま
す 

〜

　▼ 気仙沼 ▼

朝日町 ( 全部 )
一景島 ( 全部 )
魚市場前 ( 一部 )
川口町一丁目 ( 全部 )
川口町二丁目 ( 全部 )
河原田二丁目 ( 一部 )
幸町一丁目 ( 一部 )
幸町二丁目 ( 一部 )
幸町三丁目 ( 一部 )
幸町四丁目 ( 全部 )
魚町一丁目 ( 一部 )
魚町二丁目 ( 全部 )
魚町三丁目 ( 一部 )
沢田 ( 一部)
潮見町 ( 全部 )
潮見町二丁目 ( 全部 )
内ノ脇 ( 全部 )
内の脇一丁目 ( 全部 )
内の脇二丁目 ( 全部 )

内の脇三丁目 ( 全部 )
仲町一丁目 ( 全部 )
仲町二丁目 ( 全部 )
浜見山 ( 一部 )
弁天町一丁目 ( 全部 )
弁天町二丁目 ( 全部 )
港町 ( 一部)
南町一丁目 ( 一部 )
南町二丁目 ( 全部 )
南町三丁目 ( 全部 )
南町四丁目 ( 一部 )
南町海岸 ( 一部 )
八日町一丁目 ( 一部 )
八日町二丁目 ( 一部 )

　▼ 鹿折 ▼

栄町( 一部)
新浜町一丁目 ( 一部 )
新浜町二丁目 ( 全部 )
中みなと町 ( 全部 )

錦町一丁目 ( 全部 )
錦町二丁目 ( 全部 )
西八幡町（一部）
西みなと町 ( 一部 )
浜町一丁目 ( 全部 )
浜町二丁目 ( 全部 )
東みなと町 ( 全部 )
本浜町一丁目 ( 全部 )
本浜町二丁目 ( 全部 )

　▼ 松岩 ▼

松崎片浜 ( 一部 )
松崎中瀬 ( 一部 )

　▼ 面瀬 ▼

岩月千岩田 ( 一部 )
松崎尾崎 ( 一部 )
松崎馬場 ( 一部 )

制限を延長する区域の町･字名（地区別五十音順）

▲建築制限が解除された赤岩港水産
加工団地

■
問
い
合
わ
せ
先

・
市
都
市
計
画
課
　
tel
０
２
２
６（
２
２
）３
４
５
２

・
宮
城
県
気
仙
沼
土
木
事
務
所
建
築
班
　
tel
０
２
２
６（
２
４
）２
５
３
８



　

 

第
４
回
気
仙
沼
市

　

 

震
災
復
興
会
議

　

８
月
27
日
、
気
仙
沼
市
震
災
復

興
会
議
が
、
ワ
ン
・
テ
ン
庁
舎
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
気
仙
沼
市
震
災
復

興
市
民
委
員
会
で
専
門
家
や
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

ま
と
め
た
「
震
災
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
提
言
骨
子
」
の
概
要
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
提
言
は
、

被
災
し
た
ま
ち
を
、
ど
の
よ
う
に

復
興
し
て
い
く
べ
き
か
を
、
市
民

委
員
会
と
し
て
整
理
し
た
も
の
で

す
。

　

次
に
、
市
か
ら（
仮
称
）「
気
仙

沼
市
震
災
復
興
計
画
」の
素
案
を

示
し
ま
し
た
。
こ
の
素
案
は
、
こ

れ
ま
で
３
回
の
震
災
復
興
会
議
で

の
議
論
、
９
回
に
わ
た
る
震
災
復

興
市
民
委
員
会
で
の
議
論
、
市
議

会
、
唐
桑
と
本
吉
の
両
地
域
協
議

会
か
ら
の
意
見
書
、
さ
ら
に
は
市

民
の
皆
さ
ん
や
産
業
界
な
ど
か
ら

の
ご
意
見
、
宮
城
県
の
復
興
計
画

（
案
）や
国
の
復
興
基
本
方
針
を
踏

ま
え
、市
と
し
て
職
員
に
よ
る
チ
ー

ム
を
中
心
に
議
論
し
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
「
気
仙
沼
ら
し
さ

が
伝
わ
る
よ
う
な
書
き
方
に
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

第
10
回
市
震
災
復
興

　

市
民
委
員
会

　

９
月
３
日
、
気
仙
沼
市
震
災
復

興
市
民
委
員
会
が
、
ワ
ン
・
テ
ン

庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
市
民
委
員
会
の
提

言
と
し
て
「
震
災
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
提
言
」（
案
）
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
重
点
的
に
取
り
組

む
べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
緊

急
産
業
復
旧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
の
提
案
が
あ
り
、
次
回
に
内
容

を
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
提
言
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
取
り
ま
と
め
、
震
災
復
興
会

議
に
提
案
す
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

■
千
田
自
治
区
長
が

　

任
期
を
全
う
し
て
退
任

　

気
仙
沼
市
本
吉
地
域
自
治
区
長

の
千
田
孝
昭
氏
（
64
歳
）
が
、
８

月
31
日
に
、
２
年
の
任
期
を
全
う

し
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
田
氏
は
、
平
成
21
年
９
月
１

日
に
初
代
本
吉
地
域
自
治
区
長
に

就
任
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
一

体
感
の
醸
成
、
新
市
の
円
滑
な
行

政
運
営
に
努
め
ら
れ
、
新
市
基
本

計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
リ
、
本

吉
地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
以
降
は
、
迅
速
・

的
確
な
避
難
者
な
ど
の
実
態
把
握
に

努
め
ら
れ
、
常
に
自
ら
陣
頭
指
揮
を

執
り
、
被
災
者
の
支
援
や
、
復
旧
・

復
興
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
る
日
に
は
、
地
域
の

た
め
の
職
員
の
奮
闘
を
期
待
し
つ

つ
、
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

■
本
吉
地
域
の
復
旧・復
興
に
全
力

　
　

橋
自
治
区
長
が
就
任

　

９
月
１
日
、
新
た
に
、　

橋
博

明
自
治
区
長
（
61
歳
）
が
就
任
し

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
25
年
８
月

31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

　
　

橋
自
治
区
長
は
、
昭
和
43
年

本
吉
町
役
場
に
入
り
、
以
来
、
町

民
生
活
課
長
、
町
民
税
務
課
長
、

総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
９
月
１
日
の
合
併
後

は
、
本
吉
総
合
支
所
次
長
と
し
て

市
政
の
推
進
に
努
め
、
翌
平
成
22

年
３
月
に
定
年
退
職
。
同
年
４
月

か
ら
、
株
式
会
社
本
吉
町
産
業
振

興
公
社
総
務
部
長
を
務
め
て
い
ま

し
た
。

　

就
任
し
た
日
の
挨
拶
で
は「
職
員

の
協
力
の
も
と
、
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
、
２
年
間
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
企
画
政
策
課

　

tel
０
２
２
６
（
２
２
）
３
４
０
８

第
４
回
震
災
復
興
会
議
・

第
10
回
震
災
復
興
市
民
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

市震災復興会議・
市震災復興市民委員会

震災復興会議では「気仙沼市震災復興計画」（素案）につい
て議論しました（８月27日ワン・テン庁舎）

市民委員会の提言として「震災復旧・復興に向けた
提言」（案）が示されました（９月３日ワン・テン庁舎）

　平成21年から本吉地域自治区
長を務められた千田孝昭氏が、８
月31日をもって退任されました。
新たな自治区長には、　橋博明氏
が就任しました。

ち

だ

た
か
あ
き

た
か
は
し
ひ
ろ

あ
き

本吉地域
自治区長
千田氏が退任

　橋新自治区長が就任



　

登
記
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

を
開
設
し
て
い
ま
す

　

仙
台
法
務
局
で
は
、
被
災
さ
れ

た
方
の
不
動
産
や
会
社
の
登
記
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
専

用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
受
付
時
間
／

●
平
日
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

●
休
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
／

　

tel
０
１
２
０（
２
２
７
）７
４
６

【
問
】
仙
台
法
務
局
民
事
行
政
部

総
務
課

　

tel
０
２
２（
２
２
５
）５
７
１
８

〜
保
険
料（
税
）を
口
座
振
替
で

　

納
付
し
て
い
る
方
へ
〜

　

社
会
保
険
料
控
除
は

　
「
口
座
名
義
人
」
が
対
象
で
す

　

今
回
の
震
災
に
伴
い
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
特
別
徴

収
（
年
金
天
引
き
）
を
中
止
し
、

口
座
振
替
で
の
納
付
を
勧
奨
し
て

い
ま
す
。

　

所
得
税
な
ど
の
申
告
の
際
、
社

会
保
険
料
控
除
は
保
険
料
（
税
）

を
支
払
っ
た
方
が
適
用
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
口
座
振
替
で
の
納
付

の
場
合
は
、
口
座
名
義
人
が
そ
の

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
】

・
市
保
険
課

　

内
線
３
７
２
・
３
７
８

・
市
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
料
係

　

内
線
２
８
５

・
市
税
務
課
市
民
税
係

　

内
線
２
４
３
・
２
４
４

　

軽
自
動
車
税
の

　

減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
、

毎
年
度
必
要
で
す
。
対
象
と
な
る

方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象
車
両
／

(1)
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
方

の
利
用
を
目
的
に
製
造
・
改
造

さ
れ
た
軽
自
動
車
な
ど

(2)
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
方

が
所
有
す
る
車
で
、
通
院
や
通

学
の
た
め
本
人
が
使
用
す
る
軽

自
動
車
な
ど

※
障
害
が
あ
る
方
が
所
有
す
る
車

を
、
同
一
世
帯
の
方
が
運
転
す

る
場
合
も
減
免
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
障
害
が
あ
る
方
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
の
方
を
常
時
介
護
す

る
方
が
運
転
す
る
場
合
も
減
免

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
／

(1)
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か

※
患
者
票
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

(2)
自
動
車
運
転
免
許
証

(3)
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

(4)
自
動
車
検
査
証（
自
動
車
届
済
証
）

(5)
印
鑑

(6)
常
時
介
護
証
明
書
（
常
時
介
護

を
す
る
方
が
運
転
す
る
場
合
）

■
申
請
期
限
／
10
月
24
日
（
月
）

【
申
請
・
問
】

・
市
税
務
課
税
制
係
内
線
２
４
２

・
唐
桑
総
合
支
所
総
務
企
画
課

　

tel
０
２
２
６（
３
２
）４
５
２
０

・
本
吉
総
合
支
所
総
務
企
画
課

　

内
線
３
１
７
・
３
１
８
・
３
１
９

※
普
通
自
動
車
の
減
免
に
つ
い
て

は
、
県
気
仙
沼
県
税
事
務
所

（
tel
０
２
２
６（
２
４
）２
５
３
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

夜
間
・
休
日
納
税

　

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

市
で
は
、
震
災
の
影
響
な
ど
に

よ
り
市
税
が
納
付
で
き
な
い
方
や
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
困
難
な
方

な
ど
を
対
象
に
、
夜
間
・
休
日
納

税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

■
相
談
内
容
／
市
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽
自

動
車
税
、
法
人
市
民
税
の
納
入

方
法
な
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平成２３年度

被災された皆様
などへのお知らせ

気仙沼市などから
 nformation nformation

※内線番号のみ掲載している場合は、次の代表電話におかけください。
　■市役所本庁舎　tel:0226-22-6600（代表）
　■唐桑総合支所　tel:0226-32-3130（代表）
　■本吉総合支所　tel:0226-42-2600（代表）

　市では、離職者の再就職の機会拡大を図るため、求職中
の離職者の方のうち、市が指定する技能講習を受けようと
する方に、受講料 (テキスト代を含む ) の 2分の 1を助成し
ています。このたび助成対象となる技能講習の範囲を拡大
しましたのでお知らせします。
■助成対象者／市内に住所を有する方で，次のいずれかに
該当する方
(1) 雇用保険 ( 失業給付 )を受給している方
(2) 離職して求職活動を行っている方
■技能講習の種類／玉掛、足場の組立て等作業主任者、
フォークリフト運転、小型移動式クレーン運転、ガス溶接、
高所作業車運転、車両系建設機械（整地等）運転、車両
系建設機械（解体用）運転、不整地運搬車運転、ショベ
ルローダー等運転
■実施機関／
　◆（社）宮城労働基準協会気仙沼支部
　　　tel：0226-22-3560
　◆（株）気仙沼中央自動車学校気仙沼労働安全教育センター
　　　tel：0226-22-0124
　◆職業訓練法人 東磐職業訓練協会
　　　tel：0191-52-2879
　◆（株）千厩自動車学校東日本技能講習センター
　　　tel：0191-52-2118
　◆（株）高田自動車学校三陸技能講習センター
　　　tel：0192-55-3990
　◆建設業労働災害防止協会宮城県支部（※本市が会場
の講習に限ります）　tel：022-224-1797

■申し込み先／各実施機関、市商工課
■申し込み期限／平成２４年３月３０日（金）まで
※実施機関によって受講可能な技能講習が異なります。技
能講習の実施予定等についてはお問い合わせください。

【問】市商工課　内線 288・522

市技能講習受講料助成事業のご案内
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月 日 会場 受付 対象地区 
午前 中郷・上郷南・上郷北 

9月 27日（火）

日（水）

上郷コミュニティ
センター

 
午後 寺谷 
午前 日門・大谷東・大谷南 

9月 28 大谷公民館  
午後 三島 
午前 高２・天ヶ沢・山谷 9月 29日（木） 大谷公民館  
午後 高１・大谷前浜 
午前 登米沢・風越 9月 30日（金） 風越コミュニティセンター  
午後 津谷大沢 

馬籠林業センター  午前 馬籠上沢・馬籠・馬籠町 
10月 3日（月） 松ヶ沢コミュニティセンター 午後 漆原・松ヶ沢 

午前 猪の鼻・表山田 
10月 4日（火） 山田生活改善センター  

午後 小泉西 
午前 小泉浜１・小泉浜２ 

10月 5日（水） 浜区多目的集会所  午後 小泉新町・小泉仲町・ 
小泉下町 

午前 小泉東・津谷上町 
10月 6日（木） 本吉総合体育館  

午後 津谷街・津谷仲町 
午前 津谷下町・上川内 

10月 7日（金）

日（火）

本吉総合体育館  
午後 林の沢・狼の巣 
午前 津谷舘岡・坊の倉 10月11 本吉総合体育館  
午後 下川内 

【問】　・市健康増進課健康予防係　tel：0226-21-1212
　　　・唐桑総合支所保健福祉課　tel：0226-32-4811
　　　・本吉総合支所保健福祉課　tel：0226-42-2975

　総合健診では、生活習慣病の健康診査や結核・肺がん検診、前立腺がん検診など、下記の健診（検診）を一度に
同じ会場で受診できます。　健診は、各地域ごとに実施し、９月 27 日（火）から 10 月 11 日（火）までは本吉地域の
方を対象に行います。10 月 12 日（水）以降の健診の日程や会場については、広報けせんぬま 10 月１日号でお知ら
せします（気仙沼・唐桑地域の方が対象です）。詳しくはお問い合わせください。
　なお、対象者の年齢は、平成２４年４月１日現在の年齢です。

〔対象者〕４０歳以上の方（６５歳以上の方は結核検
診が義務づけられていますので、必ず受診してく
ださい。）

〔自己負担金〕・４０歳～６４歳⇒　300 円　
・６５歳～６９歳⇒　150 円、７０歳以上⇒　100 円

●結核・肺がん検診

〔対象〕３５歳以上の方
〔自己負担金〕・３５歳～６９歳⇒　500 円　
・７０歳以上⇒　200 円
※事前申し込みが必要です。詳しくはお問い合わせ
ください。
※検査実施は、本吉地域は 12 月に、気仙沼・唐桑
地域は平成 24 年２月です。

●大腸がん検診

〔対象者〕肺がん検診受診者のうち希望者
〔自己負担金〕・４０歳～６９歳⇒　900 円　
・７０歳以上⇒　300 円

●喀たん細胞診検査

〔対象者〕40 歳以上で、まだ検査を受けていない方
〔自己負担金〕・４０～６９歳⇒　800 円　
・７０歳以上⇒無料

●肝炎ウイルス検診

〔対象者〕３０歳・３５歳・４０歳・４５歳・５０歳・
５５歳・６０歳・６５歳・７０歳の女性
〔自己負担金〕
・３０歳～６５歳⇒　900 円、７０歳⇒無料

●骨粗しょう症検診

〔対象者〕５０歳以上の男性
〔自己負担金〕1,000 円

●前立腺がん検診

◆一般健康診査　
〔対象者〕
　２０歳～３９歳の方
〔自己負担金〕
　2,000 円

◆特定健康診査
〔対象者〕国民健康保険加入者で、
　４０歳～７５歳未満の方
〔自己負担金など〕
　詳しくは９ページ（左）をご覧く
ださい

◆後期高齢者健康診査
〔対象者〕
・昭和 11 年 11 月 30 日以前に生まれた方
・６５歳～７４歳で一定の障害があると認
定され後期高齢者医療被保険者証をお持
ちの方

〔自己負担金〕無料

●生活習慣病の健康診査

【受付時間・会場など】
■受付時間／午前：９時 15 分～ 10 時 30 分、午後：１時 30 分～２時 30 分
■実施日・会場・対象地区／次のとおり

■夜間健診
　日中、健診を受診できない方は夜
間健診をご利用ください。
〔受付時間〕午後５時 30 分～７時

■持参するもの／配付された受診票、
健康保険証（特定健診、後期高齢
者健康診査を受ける方は必ずお持
ちください）健診料金、健康手帳
（40 歳以上でお持ちの方）

※指定された日時・会場で都合が悪
い場合は、ほかの日時・会場で受
診してください。

※応急仮設住宅にお住まいの方は、
対象地区の指定日時にかかわらず、
都合のよい日程・会場で受診してく
ださい。

10月 12日（水）以降の健診の日程や
会場については、広報けせんぬま
10 月１日号でお知らせします（気仙
沼・唐桑地域の方が対象です）。

月　日 会　場
１０月６日（木）本吉総合体育館

特定健康診査
について
特定健康診査
について
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　市では、40 歳から75 歳未
満の国民健康保険被保険者
を対象に「特定健康診査」
を実施します。
　受診票は、対象者の住所
（市保険課に変更の届出が
あった方はその住所）に郵送
します。受診票の内容をご覧
のうえ、右記の１・２のうち、
どちらかを選んで受診してく
ださい。
　本年度は、特定健診を受け
やすくするため、これまでより
自己負担金を下げています。
※震災で被災され、「国民健
康保険一部負担金等免除
証明書」を交付されている
方は、その証明書を受診す
る際に提示すると自己負担
金は無料となります。
※国保以外の健康保険に加
入している方は、加入して
いる医療保険者にお問い合
わせください。

実施期間  ９月２７日（火）から１１月３０日（水）まで 
対象者 昭和１１年１１月３０日～昭和４７年３月３１日生まれの方 

自己負担金
・課税世帯⇒１,０００円 
・非課税世帯⇒無料 
※「国民健康保険一部負担金等免除証明書」を交付されている方は無料

会場 総合健診日程をご覧ください（８ページ（右）に記載） 

実施期間 受診票が届いた日から平成２４年１月３１日（火）まで 
対象者 昭和１２年４月１日～昭和４７年３月３１日生まれの方

自己負担金 ・課税世帯⇒１,５００円・非課税世帯⇒無料 
※「国民健康保険一部負担金等免除証明書」を交付されている方は無料
猪苗代病院（南町） ℡22- 7180 要予約

猪苗代医院（三日町） ℡24- 7180 予約不要

うちクリニック（東新城） ℡23- 0087

遠藤産婦人科医院（本郷） ℡22- 6828

大里胃腸科内科医院（南郷） ℡22- 7157

大友病院（三日町） ℡22- 6868

おだか医院（田中前） ℡22- 3210

小野医院（唐桑町宿浦） ℡32- 3128

小野寺医院（赤岩五駄鱈） ℡23- 9890

小松クリニック（東八幡前） ℡21- 5770

鈴木医院（長磯原ノ沢） ℡27- 2315

中原クリニック（田谷） ℡23- 1028

森田医院（八日町） ℡22- 6633

実施
医療機関

大島医院（高井） ℡28- 2603

要予約

１ 検診車での受診（総合健診）

２ 医療機関での受診（個別健診）
　健診が可能な曜日・日程などは、受診する医療機関にお問い合わせください。

【問】市保険課医療給付係
　tel：0226-22-3419

　すでに交付されている「一部負担金等免除証明書」に、入院したときの食事代等の免除期間が８月 31 日
までと記載されていますが、当分の間延長することとなりましたので、そのまま使用できます。

～ 入院時の食事代などの免除期間が延長されました ～
国民健康保険・後期高齢者医療保険の一部負担金等免除証明書について

【問】市保険課：tel：0226-22-6600 （医療給付係）内線 376・377、（後期高齢者医療係）内線 378・379

敬老の日  高齢者健康相談を実施就学時健康診断を実施

　日本老年医学会、日本老年精神医学会、
日本老年歯科医学会の高齢者医療の専門医
による健康相談会を実施しますので、お気軽
にお越しください。
■対象／６５歳以上の方
■参加費／無料
■日時／９月 19 日（月･祝）午前 10 時～午
後３時
■場所／
〔気仙沼地域〕気仙沼公園住宅集会所、五右
衛門ヶ原運動場仮設住宅集会所、面瀬中
学校住宅集会所、大島開発総合センター

〔唐桑地域〕市保健福祉センター「燦さん館」
〔本吉地域〕小泉中学校校庭仮設住宅集会場

　来春小学校へ入学予定の児童が心身ともに健康で入学できるよ
う、健康診断を実施します。
■対象／平成 17 年 4月2日～平成 18 年 4月1日生まれの児童
■日程など／
10月   ４日(火 )〔会場：鹿折小学校〕対象：鹿折･浦島･白山小学校
10月   ６日(木 )〔会場：唐桑小学校〕対象：唐桑･中井･小原木小学校
10月   ７日(金 )〔会場：九条小学校〕対象：九条･新城･月立･落合小学校
10月18日(火 )〔会場：気仙沼小学校〕対象：気仙沼･南気仙沼小学校
10月20日(木 )〔会場：大島小学校〕対象：大島小学校
10月25日(火 )〔会場：松岩小学校〕対象：松岩･水梨小学校
10月27日(木 )〔会場：津谷小学校〕対象：津谷･馬籠･小泉･大谷小学校
10月28日(金 )〔会場：面瀬小学校〕対象：面瀬･階上小学校
■受付時間／午後 0時 40 分から1 時まで（※大島小学校の受付時
間は、送付した通知書（ハガキ）でご確認ください）
■持参するもの／市が送付したハガキ・母子健康手帳・上履き（児童・
保護者分）

【問】市健康増進課　tel：0226-21-1212【問】市教育委員会学校教育課保健給食係　tel：0226-22-6600　内線 460

個別健診の実施期間が「11月
30 日まで」と記載されていま
すが、平成24年１月31日（火）
まで延長になりました。

既に受診票が届いている方へ既に受診票が届いている方へ
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飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が

後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。

  

飲
酒
運
転
は
、
人
の
命
に
関
わ
る

犯
罪
で
す
。

　

市
民
の
一
人
一
人
が
「
飲
酒
運

転
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」
を
徹
底
し
、
飲
酒
運

転
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

【
問
】
市
危
機
管
理
課

　

内
線
２
６
３

　

個
別
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
で

　

職
場
の
問
題
解
決
を

　

支
援
し
ま
す

　

宮
城
県
労
働
委
員
会
で
は
、

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間

の
労
働
に
関
す
る
紛
争
（
個
別
労

使
紛
争
）
の
解
決
に
向
け
て
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
っ
せ
ん
員
（
弁
護
士
、
労
働

組
合
の
役
員
、
会
社
経
営
者
な
ど
）

３
人
が
、
労
働
者
と
事
業
主
の
話

し
合
い
を
取
り
持
ち
、
自
主
的
な

問
題
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
内
容
／
解
雇
、
雇
い
止
め
、
賃

金
の
低
下
、
職
場
で
の
い
じ
め

な
ど

■
対
象
者
／
宮
城
県
内
に
所
在
す

る
事
業
所
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
、

派
遣
社
員
等
を
含
む
）
や
事
業

主
■
場
所
／
宮
城
県
庁
内

■
費
用
／
無
料

【
問
】
宮
城
県
労
働
委
員
会

　

事
務
局
（
県
庁
17
階
）

　

tel
０
２
２（
２
１
１
）３
７
８
７

　

無
料
調
停
相
談
会
を

　

開
催
し
ま
す

　

気
仙
沼
調
停
協
会
で
は
、
金
銭
、

土
地
・
建
物
、
交
通
事
故
、
ご
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
内
の
問

題
（
夫
婦
間
、
相
続
な
ど
）
に
つ

い
て
、
弁
護
士
と
調
停
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

予
約
不
要
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
１
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
会
場
／
三
日
町
キ
ン
グ
ス
タ
ウ

ン
、
本
吉
公
民
館

■
相
談
料
／
無
料

【
問
】
気
仙
沼
調
停
協
会
事
務
局

（
仙
台
地
方
裁
判
所
気
仙
沼
支

部
庶
務
課
内
）

　

tel
０
２
２
６（
２
２
）６
６
５
９
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　暮らしの情報
気仙沼市などからの
 nformation nformation

※内線番号のみ掲載している場合は、次の代表電話におかけください。
　■市役所本庁舎　tel:0226-22-6600（代表）
　■唐桑総合支所　tel:0226-32-3130（代表）
　■本吉総合支所　tel:0226-42-2600（代表）

「
ガ
ス
と
暮
ら
し
の
安
心
」

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

ご案内･
お知らせ
ご案内･
お知らせ

個
別
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
で

職
場
の
問
題
解
決
を

支
援
し
ま
す

ご案内･
お知らせ
ご案内･
お知らせ

秋
の
交
通
安
全

市
民
総
ぐ
る
み
運
動
を

実
施
し
ま
す

ご案内･
お知らせ
ご案内･
お知らせ

特別収集日 対象地区 対象品目
下廿一、上廿一、下前木、
上前木、内松川、早稲谷、
上八瀬下、上八瀬上、塚沢、
関根、台、下八瀬 

ビン・缶、発泡スチロ
ール、食品トレイ、ペ
ットボトル 

９月22日(木）
※19日（月･祝）の
　振り替え

９月27日(火）
※23日（金･祝）の
　振り替え

立沢、田柄１～３、高屋敷、
新城東、和野、金成沢、表
松川

金属・プラスチック、
陶磁器・ガラス類 

魚町１～３、陣山、太田１
～２、入沢 

ビン・缶、発泡スチロ
ール、食品トレイ、ペ
ットボトル 

栄町、新浜町１～２、浜町、
本浜町１～２、錦町１～
２、東みなと町、中みなと
町１～２、西みなと町、
西八幡町 

金属・プラスチック、
陶磁器・ガラス類

　９月１９日 ( 月・祝 ) と２３日（金・祝）が収集日に当たっている地区は
次のとおり収集日を振り替え、特別収集をします。特別収集日の午前８時３
０分までに最寄りの集積所に出してください。

燃やせないごみの「指定日特別収集」を実施
～９月１９日（月･祝）・２３日（金･祝）が燃やせないごみの集日に当たる地区の方へ～

無
料
調
停
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

相談相談

【問】廃棄物対策課　tel：0226-22-9680

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

■
試
験
日
／
11
月
２
日
（
水
）

■
試
験
会
場
／
宮
城
県
庁
（
16
階

教
育
庁
会
議
室
）

■
試
験
科
目
／
中
学
校
卒
業
程
度

の
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

英
語

■
願
書
配
布
場
所
／
文
部
科
学
省

か
宮
城
県
教
育
委
員
会
な
ど
で

用
意
し
て
い
ま
す
。
郵
送
を
希

望
の
方
は
、
文
部
科
学
省
生
涯

学
習
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
願
書
受
付
期
間
／
９
月
８
日

（
木
）
〜
28
日
（
水
）

※
９
月
28
日
消
印
有
効

■
願
書
提
出
先
／
〒
１
０
０
―
８

９
５
９ 

東
京
都
千
代
田
区
霞
が

関
三
丁
目
２
番
２
号
（
文
部
科

学
省
生
涯
学
習
推
進
課
認
定
試

験
第
二
係
）

【
問
】
宮
城
県
教
育
委
員
会
義
務

教
育
課

　

tel
０
２
２（
２
１
１
）３
６
４
３

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ゴ
ル
フ
場
線
」

　

を
廃
止
し
ま
す

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ゴ
ル
フ
場
線
」

は
、
平
成
18
年
10
月
に
運
行
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
乗
客
数
が
少
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
年
９
月
30

日
（
金
）
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

【
問
】
市
商
工
課

　

内
線
５
２
２
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紛
失
届
の
提
出
と

　
「
震
災
特
例
旅
券
」
に
つ
い
て

　

震
災
に
よ
り
旅
券（
パ
ス
ポ
ー

ト
）を
紛
失
・
焼
失
し
た
方
は
、

こ
れ
ら
の
旅
券
が
不
正
に
使
用
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
紛
失

届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
宅
が
半
壊
以
上
の
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
紛
失
・

焼
失
し
た
旅
券
の
有
効
期
限
を
限

度
と
す
る
震
災
特
例
旅
券
を
、
無

料
で
発
行
す
る
特
例
措
置
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

【
問
】
宮
城
県
パ
ス
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー

　

tel
０
２
２（
２
１
１
）２
２
７
８

　
「
中
学
生
卒
業
程
度
認
定

　

試
験
」
を
実
施
し
ま
す

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
、
就
学
義
務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
方
な
ど
を
対
象

に
、「
中
学
生
卒
業
程
度
認
定
試

験
」
を
行
い
ま
す
。

　

合
格
し
た
方
に
は
、
中
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
こ
と
を
国

が
認
定
し
、
高
等
学
校
の
入
学
資

格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格
／
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
で
あ
っ
た
方
で
、
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以

上
に
な
る
方
な
ど

　暮らしの情報
気仙沼市などからの
 nformation nformation

学校施設開放事業を再開します

パ
ス
ポ
ー
ト
紛
失
届
と

「
震
災
特
例
旅
券
」に
つ
い
て

ご案内･
お知らせ
ご案内･
お知らせ

「
中
学
生
卒
業
程
度
認
定

試
験
」を
実
施
し
ま
す

ご案内･
お知らせ
ご案内･
お知らせ

乗
合
タ
ク
シ
ー「
ゴ
ル
フ
場
線
」

を
廃
止
し
ま
す

ご案内･
お知らせ
ご案内･
お知らせ

学校名　　　　　  校庭　体育館　　電話
気仙沼小学校　　　○　　×　　22-6966
南気仙沼小学校　　×　　× 　　―
九条小学校　　　　○　　○　　22-6984
鹿折小学校　　　　○　　×　　22-6876
浦島小学校　　　　×　　○　　22-7170
白山小学校　　　　○　　○　　29-5053
松岩小学校　　　　○　　×　　22-7153
水梨小学校　　　　▲　　○　　23-8440
新城小学校　　　　○　　○　　22-6696
月立小学校　　　　○　　○　　55-2260
落合小学校　　　　○　　○　　55-2061
階上小学校　　　　○　　○　　27-2303
大島小学校　　　　○　　○　　28-2604
面瀬小学校　　　　○　　○　　22-7800
唐桑小学校　　　　○　　○　　32-3142
中井小学校　　　　▲　　○　　32-3146
小原木小学校　　　▲　　○　　34-3201

学校名　　　　　  校庭　体育館　　電話
津谷小学校　　　　▲　　○　　42-2613
馬籠小学校　　　　○　　○　　43-2222
小泉小学校　　　　○　　○　　42-2651
大谷小学校　　　　×　　○　　44-2202
気仙沼中学校　　　×　　×　　22-6989
鹿折中学校　　　　×　　×　　22-6764
松岩中学校　　　　▲　　○　　22-7158
階上中学校　　　　×　　×　　27-2304
大島中学校　　　　×　　○　　28-2610
条南中学校　　　　▲　　○　　24-3131
面瀬中学校　　　　×　　×　　27-4288
新月中学校　　　　○　　×　　22-5340
唐桑中学校　　　　○　　○　　32-3144
小原木中学校　　　×　　○　　34-3614
津谷中学校　　　　○　　○　　42-2654
小泉中学校　　　　×　　×　　42-2619
大谷中学校　　　　×　　○　　080-2302-5256

　学校施設開放事業は、社会体育の普及や児童及び生徒の安全な遊び場・運動の場の確保のために、市内の小中
学校の施設を学校教育に支障のない範囲で開放する事業です。
　今年度の学校施設開放事業は震災のため実施できない状況でしたが、９月１日から再開しました。現在使用でき
ない施設については、準備が整いしだい順次再開します。
　利用できる施設や時間帯については各学校に確認のうえ，ご利用ください。再開する小中学校は下表のとおりです。

【問】市教育委員会生涯学習課　tel：0226-22-3442

【利用可能施設】　○：使用可　▲：一部利用制限あり　×：使用不可　（９月６日現在）

※鹿折小学校体育館については、９月１５日（木）から開放する予定です。詳しくはお問い合わせください。
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仙
沼
市
秘
書
広
報
課

〒988-8501

宮
城
県
気
仙
沼
市
八
日
町
一
丁
目
一
番
一
号

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　http://w

w
w
.city.kesennum

a.lg.jp/
 ※

「
広
報
け
せ
ん
ぬ
ま
」
へ
の
感
想
や
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

　
　Tel 
：0226-22-6600

（
代
表
）Fax

：0226-24 -3566

　
　E-m

ail

　h-koho@
city.kesennum

a.lg.jp

９
15

ｋｅｓｅｎｎｕｍａ
広

報

No.122

目がご不自由な方などがいらっしゃる場合は、上記の内容を読み上げ、掲載
されている情報をお伝えしていただくようご協力をお願いします。

お
知
ら
せ
版

ＪＲ
不動の沢駅
ＪＲ

不動の沢駅

対象地：九条519-1他
〔地目〕宅地
〔面積〕529.25㎡

追越坂

九条
郵便局

気仙沼
高等学校

貸付料区画
名

面積（坪換算）
月額 年額 15年間

分譲代金

１ 416.44 ㎡( 126.19 坪) 6,300 円 75,600 円 1,134,000 円 1,134,000 円
３ 413.05 ㎡( 125.17 坪) 6,250 円 75,000 円 1,125,000 円 1,125,000 円
７ 398.03 ㎡( 120.62 坪) 6,030 円 72,360 円 1,085,400 円 1,085,400 円
８ 394.34 ㎡( 119.50 坪) 5,970 円 71,640 円 1,074,600 円 1,074,600 円
９ 399.17 ㎡( 120.96 坪) 6,040 円 72,480 円 1,087,200 円 1,087,200 円
10 398.96 ㎡( 120.90 坪) 6,040 円 72,480 円 1,087,200 円 1,087,200 円

本吉響高校

本吉
総合支所

本吉病院

ＪＲ
本吉駅

津谷
バイパス

４５

３４６

馬籠小学校

３４６

１
３済済 済済 済済

済済９ ８ ７
１０

地区 男人口 女 世帯数 地区 男人口 女 世帯数
気仙沼
鹿　折
松　岩
新　月
階　上
大　島
面　瀬

18,414（▲30）
6,494（▲74）
8,497（▲36）
5,366（＋   3）
4,473（▲16）
3,086（▲10）
6,221（＋   1）

8,727（▲11）
3,146（▲44）
4,148（▲21）
2,595（＋   4）
2,166（▲   8）
1,500（▲   5）
3,077（▲   4）

9,687（▲19）
3,348（▲30）
4,349（▲15）
2,771（▲   1）
2,307（▲   8）
1,586（▲   5）
3,144（＋   5）

7,678（▲   7）
2,382（▲28）
3,093（▲   9）
1,906（＋   5）
1,514（▲   3）
1,095（▲   3）
2,142（＋   5）

2,516（▲   9）
3,291（±   0）
1,499（▲   8）
1,656（＋   1）
5,263（▲   8）
3,785（▲10）
70,561（▲196）

1,233（▲   1）
1,605（▲   3）
746（▲   1）
799（±   0）
2,567（▲   4）
1,842（▲   8）
34,151（▲106）

1,283（▲   8）
1,686（＋   3）
753（▲   7）
857（＋   1）
2,696（▲   4）
1,943（▲   2）
36,410（▲90）

764（▲   1）
1,039（＋   1）
535（▲   3）
547（＋   3）
1,689（▲   4）
1,223（＋   2）
25,607（▲42）

中井
唐桑
小原木
小泉
津谷
大谷
合計

人　口：７０，５６１人 （▲１９６人）〔男〕３４，１５１人（▲１０６人） 〔女〕３６，４１０人（▲９０人）
世帯数：２５，６０７世帯 （▲　４２世帯）

市の人口と世帯数（平成２３年８月末現在）単位：人・世帯、（　）内は前月比

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

市有地の分譲・県有地の売却に関する情報

市有地

県有地

「馬籠住宅団地」を
  子育て世帯に貸し付け・分譲

県有地（九条地内）を
入札により売却します

ま ごめ

　市では、震災以降、「馬籠住宅団地」の貸し付けと分譲の受
け付けを休止していましたが、9月 15 日（木）から受け付け
を再開します。希望する方はお問い合わせください。
■所在地：本吉町深荻（ふかはぎ）
■区画：１区画約 120 坪、残り６区画
■貸付料・分譲代金：
◆月額坪 50 円で 15 年間お貸しします。貸付期間終了後は、無償で譲
渡します。
◆分譲代金は、貸付料の 15 年分
の金額です。
■対象者：次の条件をすべて満
たしている方
①本吉町馬籠地区に住民登録を
行い永住を希望する方
②小学生以下のお子さんと同居
する方（申請時、母子手帳な
どで確認できる方を含む )
③借り受けまたは譲り受け後、
２年以内に居住用住宅を建設
することができる方

　県では，次の県有地を入札により売却します。申し込み方法など、
詳しくはお問い合わせください。
■売払い方法：一般競争入札
■入札物件：九条 519 番１ほか、宅地 529.25 ㎡
■入札日：1 0月 2 1日 ( 金 )
■申込期間：９月3 0日 ( 金 ) まで
■入札場所：県庁内会議室

【申し込み・問】　宮城県総務部財産利用推進室
　　　　　　　　tel：022-211-2353

【受け付け・問】　本吉総合支所総務企画課
　　　　　　　　tel：0226-42-2973

お願い


	koho2011-09-15P06
	koho2011-09-15P07
	koho2011-09-15P08-09
	koho2011-09-15P10-11

